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（ご紹介）

平山孝次
ひらやま こうじ

京都府教育庁指導部学校教育課 総括指導主事

京都府内小学校教諭、長岡京市教育委員会、京
都府総合教育センター、長岡京市立長岡第四小
学校教頭を経て、現在に至る。京都府総合教育
センター時代から、京都府独自の学力調査事業
（当時は「京都府学力診断テスト」という名称
で）に携わってきた。



それではご覧ください



平均点に依らない京都府学⼒・学習状況調査「学びのパスポート」

個々の伸びや⾮認知能⼒の変容を測る
新たな調査をスタート︕

京都府教育庁指導部学校教育課 総括指導主事 平⼭ 孝次



導⼊の背景

 児童⽣徒が社会に出た後も学び続けていくために…

京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education

1

第２期京都府教育振興プラン

児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の学びの変容を把握することにより、
学校における個別最適な学びと協働的な学びを充実させ、
⼀⼈⼀⼈の可能性を最⼤限に引き出す教育の展開を

【児童⽣徒】
⾃⼰理解のパスポートに

【教員】
経験、勘、観察にエビデンスを加えて
授業改善、学校改⾰のパスポートに

「⽬指す⼈間像」へ成⻑を促すために、
“個々の伸び”に着⽬した新たな調査を導⼊



導⼊の背景

 経年⽐較ができる⽅法はないのか︖

京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education
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点数が上がったか
ら、学⼒も伸びて
いる︖

平均点より下になっ
たから、学⼒は下
がった︖

これまで改善してきたことや研究で実
践してきたことが、⼦どもたちの学⼒を
伸ばすことにつながっているのか︖

IRT（Item Response Theory）とパネルデータによる
学⼒分析の⼿法を取り⼊れた学⼒調査

◆ Item︓試験を構成する1つ1つの問題
◆ Response︓正答するか誤答するかの状況
◆ パネルデータ︓同じ児童⽣徒を継続的に複数の項⽬にわたって記録したデータ



京都府学⼒・学習状況調査〜学びのパスポート〜とは

 児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の伸びや変容に着⽬する調査に…

京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education
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第４学年 第５学年 第６学年 第１学年 第２学年 第３学年

ステップ１２

高 ステップ１１

ステップ１０

↑ ステップ９

ステップ８

ステップ７

ステップ６

ステップ５

↓ ステップ４

ステップ３

低 ステップ２

ステップ１

＊各ステップはA〜Cの３段階に分割。12✕３＝３６段階で表示

小学校 中学校

６ーA
７ーB

８ーB
９ーB

10−C
10-A

認知能⼒の伸び ⾮認知能⼒の変容

児童⽣徒⽤個⼈結果票例 学校⽤結果帳票例

⼀⼈⼀⼈の伸びや変容を引き出し、誰⼀⼈取り残すことのない教育の展開へ

数
学
भ
学
⼒
値

「主体的・対話的で深い学び」の回答状況



京都府学⼒・学習状況調査〜学びのパスポート〜とは

 ２年間の実証研究を経て、令和５年度から全府実施に…

京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education
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１

２

対象学年 ⼩学校第４学年から中学校第３学年

実施教科等 ア 教科に関する調査
・⼩学校第４学年から中学校第１学年︓国語、算数・数学
・中学校第２・３学年︓国語、数学、英語

イ 質問調査
・児童⽣徒質問調査
※⽣活状況、⾮認知能⼒、学習への取り組み⽅等に関する調査と
ＩＣＴ利活⽤に関連する調査



学びのパスポートの特徴

 IRT×CBT⽅式に…

京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education
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１

２

３

項⽬反応理論を⽤いた、教科に関する調査【ＩＲＴ（Item Response Theory）】
難易度が振られた問題を出題し、どの程度の難易度の問題を解けたかを測定

１⼈１台端末で調査【ＣＢＴ（Computer Based Testing）】
１⼈１台端末で出題及び解（回）答

⾮認知能⼒や学習への取り組み⽅の変容を測る質問調査
京都府教育振興プランに⽰す３つのはぐくみたい⼒、学習への取り組み⽅等について、複数
の質問項⽬を組み合わせて測定



学びのパスポートの質問調査

 質問調査の全体構成は…

京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education
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⽣活状況調査
30問程度

⾮認知能⼒に
関連する調査
35問程度

学習⽅法等調査
⼩︓25問 中︓30問程度

質問調査
⼩４〜中１︓92問
中２〜中３︓98問

これまでの京都府学⼒診断テストや全国学⼒・学習状況調査での質問項⽬から
第２期教育振興プランの⽬標指標にもなっている項⽬を中⼼に調査

第2期教育振興プランで⽰された京都府としては
ぐくみたい⼒を細分化して調査

「学習の⽅法」「主体的・対話的で深い学び」について、児童⽣徒の
学習のようす及び授業等での経験を中⼼に調査

ICT利活⽤調査
５問程度

「経験の確認」「有効性の確認」に関
わる項⽬を中⼼に調査



学びのパスポートの質問調査 京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education
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主体的に学び考える⼒

多様な⼈とつながる⼒

新たな価値を⽣み出す⼒

包み込まれているという感覚

上位概念
⾃⼰調整

下位概念

⾃分らしさの発揮 ⼼理的安全性

学びに対する積極性 好奇⼼

他者と進んで関わろうとする態度 思考の柔軟性

⽬標に向けて取り組む姿勢 計画性 チャレンジ精神

⾮認知能⼒に
関連する調査
35問程度

 ３つの⼒や「包み込まれているという感覚」はそれぞれに独⽴したものではなく、重なる部分も
 下位概念も独⽴したものではなく、重なる部分もあると考えられることから、「○○⼒」といった
⾔葉を使⽤していない



学びのパスポートの活⽤〜児童⽣徒〜

 キャリア・パスポートと同様の活⽤を︕

京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education
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これまでの⾃分の
振り返り

これからの⾃分の
⾒通し

認知能⼒の伸びに着⽬して… 京都府版はぐくみたい⼒の変容に着⽬して…

第４学年 第５学年 第６学年 第１学年 第２学年 第３学年

ステップ１２

高 ステップ１１

ステップ１０

↑ ステップ９

ステップ８

ステップ７

ステップ６

ステップ５

↓ ステップ４

ステップ３

低 ステップ２

ステップ１

＊各ステップはA〜Cの３段階に分割。12✕３＝３６段階で表示

小学校 中学校

６ーA
７ーB

８ーB
９ーB

10−C
10-A

これまでの⾃分の学びの⾜あと、成⻑の⾜あとから、
⾃⼰の学び⽅を理解し、これからの⾃分の⽬標をもつものに



学びのパスポートの活⽤〜教員〜

 授業改善、学校改⾰の効果検証と新たな課題把握のツールに…

京都府教育委員会
Kyoto Prefectural Board of Education
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Check

学

⼒

向

上

Vision Plan

DoAction

Research

授
業
改
善

全国学⼒・学習状況調査

『京都府学⼒・学習状況調査 〜学びのパスポート〜』

個
別
最
適
化

２つの調査の特徴を踏まえて、多⾓的な分析による効果的な活⽤を︕



⾃⼰を理解し
⾃ら学び続けられる
児童⽣徒の育成に

調査結果のデータと教員の観察を両輪にして、
児童⽣徒の学ぶ楽しさと意義を実感できる授業、そして、学校を創出し、
児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の可能性を最⼤限に引き出していきたい。
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